
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和賀地区交流センター 

TEL/FAX 72-2215 

問い合わせ・申し込みは… 

メール waga-kc@air.ocn.ne.jp 

ホームページ印刷…イルト合同会社 

 

７月末管内統計 (前月比) 

世帯数 1,600(-3) 

人 口   3,813(-11) 
（男 1.874 女 1.939） 

 第23３号 令和7年８月15日 発行 

〒024-0332 北上市和賀町竪川目 1-1-13 電話・FAX 72-2215 

和賀交流センター・和賀地区自治協議会だより 

行事写真等の掲載について 
各教室、行事等で撮影した写真は「きらめき」やホ

ームページ等で使用させていただきますので、予め

ご了承くださいますようお願いしたします。 

令和 7 年度 

和賀地区子育て支援・定住化促進給付金 要綱 

 

◆◇◆給付金の対象者／額／必要書類◆◇◆ 

（1）和賀地区民が結婚し和賀地区内に居住する者 

 70,000 円／戸籍抄本 

（2）和賀地区民が出産したとき 

 50,000 円／こどもの戸籍抄本 

  (3) 和賀地区に中学生以下の子供を 

持つ世帯が転入したとき 

     50,000 円／住民票謄本 

 

お願い  対象かどうか、または、現金払いとなりま 

すので、準備の都合上一度お電話をお願いします。 

 

和賀地区民アンケート 
のお願い 

 令和 3 年度に作成した「地域計画」から 5 年が経

ち、今年度が見直しの時期となりました。 

 それに伴い、中学生以上の全和賀地区民を対象に「地

域計画に関するアンケート」を実施いたします。 

 中学生は、学校を通して配布いたしました。高校生以

上の方には、各班の班長さんに配布していただいており

ます。今までの、そしてこれからの和賀を考え、より良

くしていくために、皆様の考えをお聞かせください！ 

 アンケートは、配布した用紙または、Google フォー

ム（オンライン）での回答も可能です。 

よろしくお願いいたします。 

期日：令和 7 年 8 月 1 日（金） 

～9 月 1 日（月） 

       

◆ 2 日（火）18：30 

和賀町野球大会代表者会議 

和賀地区交流センター 

◆  

◆ 3 日（水）19：00 

和賀地区防災訓練【夜間訓練】 

和賀地区交流センター 

◆  

◆ 6 日（土）9：00 試合開始 

第 56 回和賀町野球大会 

笠松小学校 G・和賀西中学校 G 

◆  

◆ 7 日（日）9：00 試合開始 

野球大会 決勝 

岩崎球場 

◆  

◆ 11 日（木） 

横川目大学④学習会 

移動学習 秋田方面 

◆  

◆ 30 日（火）18：30 

男子ソフトボール代表者会議 

藤根地区交流センター 

◆  

 

行事予定 

 ７月 19 日（土）、多聞院伊澤家・久那斗神社境内にて、歴史・文化

講座第 22 回『青空法話』が開催されました。 

 この日の北上市の予想最高気温は 35 度超え。にも拘らず、市内外か

らおよそ 150 名の来場者を迎え、中尊寺貫首
か ん す

 奥山
おくやま

 元 照
げんしょう

 師の法話に耳

を傾けました。 

 ご法話が始まる前には、青空法話限定、元照師の書いた『縁』という

字が印刷されたうちわがお土産に配られました。 

なんと、このうちわで仰ぐと、“良縁”がやってくるとか。そんなありが

たいうちわで涼をとりながら、ご法話のスタート。 

 演題は『一生の計は、本日にあり』。“一年の計は元旦にあり”は聞い

たことがあるかと思いますが、「一年だけではなく、“一生の計”を意識

して、今日という日を大切に過ごしましょう」というのが元照師流。 

◇◇一生の計は、本日にあり◇◇ 
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 その後は、現在放映中の連続テレビ小説「あんぱん」に絡め、アンパンマン

の作者 やなせたかし さんの生涯のお話に。 

手のひらを電球に透かし自分の中に流れる血管を見て生きていることを実感

したやなせ氏。苦しい中でも生きてこられたのは、周りの人の優しさがあった

から。そんな想いが込められた国民的ソング『手のひらを太陽に』 

ご法話も終わりに差し掛かったころ、「みんなで歌いましょう！」という元

照師に会場はざわざわ…。皆さまの戸惑いは置いといて、元照師の素敵な声の

リードで始まる会場全員での大合唱♪ 

「まさが、あそごで歌うどは思ってねがったじゃ～」なんて言いながら、皆

さんとっても気持ち良さそうに歌っていましたよ♪会場全体が歌で一つになっ

た青空法話となりました。                  

  

 

 旗立て、草刈り、会場設営などなど… 

ありがとうございました！！ 

皆さまに良い縁が 

おとずれますように… 

 

和賀地区防災訓練について 

  災害は、いつやってくるか分からない ――。 

そこで、今年度は防災訓練を 9/3（水）夜に実施

することといたしました。初めての夜間訓練とい

うこともあり、役員だけでの 

開催となります。 

予告その 1「水墨画教室」 

日時 令和 7 年 10 月 10 日（金）10：00～ 

場所 和賀地区交流センター 研修室 2 

予告その２「移動教室 in 秋田」 

日時 令和 7 年 10 月 17 日（金） 

行先 玉川温泉自然研究路他 

わっか夏まつり

日時 ８月 31日（日）11：57～ 

場所 笠松小学校と交流センターの駐車場内 

日影 ないので、対策してきてね！ 

屋台 やおや果フェさん出店！ 

    チャレンジ屋台！高校生屋台アリ！ 

    かき氷は無料です☆ 

そうそう！ なんちゃってスプラトゥーンもある

ので水鉄砲を忘れずに！ 



 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

 

 

 

 

 

地域包括支援センターわっこのわ からのお知らせ  
開催名 開催日時 場 所 内      容 対 象 料金 

わっこのわ 

体操教室  

8/27（水） 
10:15 受付 
10:30～ 

11:30 

和賀町総合 

福祉ｾﾝﾀｰ 

～脳と身体はつながっている！～ 

脳と健康と運動の話と実践 

講師：健康運動指導士 

持ち物：上履き、水分補給 

市内の概ね 

65 歳以上 

※前日までに要

申込み 

無料 

ロバ隊長ち
くちく隊＆ 

cafe 

9/4(木) 
9:45～

11:30 
出入り自由 

江釣子地区 
交流ｾﾝﾀｰ 

9 月は認知症月刊！ は認知症の日です！ 

ロバ隊長の手作り＆ラッピング、啓発展示物の

準備などを一緒にしませんか？ 

市内のどなた 

でも 

※申込み不要 

無料 

 
◆申し込み・問合せ◆地域包括支援センターわっこのわ 62-3247 

◇◇市政座談会「WA
※

になって話そう」◇◇ 
 ７月３０日（水）、市政座談会が開催され、78 名の地区住民と市役所職員と合わせて総勢 100 名の参加者が和賀

地区交流センターに集まりました。 

 今年は新しいスタイルで、景観、子ども、空き家、雪の活用、老後の暮らし、ケモノ、の６つテーマに分かれ、

“輪”になってのワークショップ形式で行われました。「いつもは、みんなが前を向いている座談会だったけど、今年

は同じグループの人の顔を見て話すことができて、新しい繋がりができて嬉しかった」などの感想が聞かれました。 

今年は、中学生や20代の方の参加があったり、先輩方の溢れるエネルギーに触れたり、自分の考えを口に出し、誰か

の話を聴くことで、新たな気づきがあったようです。和賀の未来が益々楽しみになるような座談会となりました。          

 

◇◇コミュスク通信◇◇ 
  和賀西小学校 

7/4（金）、和賀西小 6 年生の

総合的な学習の一環で、和賀地

区自治協議会の早川英信会長が

西小学校にご招待いただき、

「自治協議会」の役割や和賀の

良さ、などをお話ししました。 

和賀西中学校 

県中総体 男子バレー部 第 3 位 でした！ 

県中総体競泳 2 年髙橋十慈くん 400ｍ自由形 決勝 第 6 位／ 

100ｍ自由形 決勝 第 9 位 でした！ 

県中総体陸上競技 小田島雄士くん 2・3 年男子 1500ｍで第 1 位！  

8/7（木）に行われた東北大会（福島）にて、共通 3000ｍ  

8 分 57 秒 97 第 7 位！   アスリート揃いの和賀西中生ですね！ 

 

◇◇平和への祈り そして、語り継ぐことの大切さ◇◇ 

 和賀地区地域講座 終戦８０年企画朗読劇「石ころに語る母たち」を歴史深い８月６日（水）に、和賀地区

交流センターで上演しました。 

 1961 年から 1964 年に慶
けい

昌寺
しょうじ

（和賀町煤孫）で開かれた「農村婦人の戦争体験を語る集い」で語られた内

容を書籍にした「石ころに語る母たち」「あの人は帰ってこなかった」を、ご遺族のご了解を得て IBC 放送

江幡平三郎さんが朗読劇編に仕立て上げたもの。昨年、盛岡市で初上演。様々なご縁があり、このほど、起源

の地、和賀での再演となりました。 

 朗読劇とは？と思った方も多いはずです。兵隊に招集された時の母の辛さ、葛藤、寂しさ、祈り。遺骨は小

指くらいの骨ひとつ…。戦中と戦後の時空を 4 名の演者さんによって表現されました。 

  

◇◇子どものパワーに圧倒される！◇◇ 
 ７月 25 日（金）、わんぱく学園合同事業として、『森のキーホルダー作り＆ＢＢＱ』を開催しました。山口区、

横川目 1 区、笠松、竪川目区のわんぱく学園の児童 40 名と保護者 11 名の参加で、わいわい賑やかな楽しい会♪ 

 森のキーホルダー作りでは、県南青少年の家の米倉先生を講師に迎え、木の台座に植物や目を張り付けてオリジナ

ルのキーホルダーを思い思いに作成。 

 当初、中庭でのＢＢＱを予定していましたが、当日の予想最高気温は 37 度…。安全を考慮して、急遽、調理室で

3 台のコンロをフル稼働でお肉や野菜を焼きました。奪うようにお肉があっという間に売り切れ！『よく食べ、よく

遊び、よく眠る！！』和賀の子ども達の元気の秘訣ですね！ 最後は、みんなでスイカ割り～♪なかなか割れないス

イカを、声を掛け合い、力を出し合い、晴れてパッカーン！無事に甘いスイカを食べることができました。 

 

①あなたが 10 年後に残したい和賀の景観は？ 

②和賀の子どもたちに、どんな環境で育ってほしい？ 

③空き家を使用出来たら、あなたは何をしたい？ 

④雪の活用について、あなたならどんな方法を考える？ 

⑤年を取ったらどんな暮らしがしたい？ 

⑥あなたの知る和賀のケモノについて教えて 

 「臨場感溢れる語りに引き込まれ、子供を戦地に送り出す母の葛藤や切なさ、紙切れ一枚で戦死を告げられ

る虚しさに心が締め付けられました。」とおっしゃる方も。 

 生々しい情景や心境がよみがえる、と、簡単に戦争を語れない事実もあることも知りましたが、後世に戦争

の悲惨さを語り継ぐことは平和への祈りであることを強く感じた朗読劇でした。 

  

 朗読劇後は、アフター（茶話会）をいたしまして、「私の体験談」等をお話いただきました。 

 その後、4 名の演者さんと賛同した皆さんで、「千三の墓」を訪れ手を合わせました。 

※「WA」の意味…【輪】参加者みんなで車座になって対話する 【和】協力し合ってまちづくり・地域づくり 

に取り組む 【環】人のつながり 

 


